


校
学
小
内
鞠
朱

　う
ろ
作
で
な
ん
み

　

を
台
舞
く
輝

校
学
小
内
加
幌

　

　

会
芸
学
る
せ
見
き
輝
が
校
全

10 月８日（土）

10月15日（土
）

22016.11



文化・芸術の祭典
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  一打入魂！

　花岡千瑛美（ちえみ）ちゃん（父：恵佑　母：美
智子）にウエルカム赤ちゃん事業の記念品として、
白樺のコブから出来た「ククサ」の贈呈式が 10月
12日（水）、保健福祉課の和室で行われました。こ
れからも健やかに、元気に育ってくれることを願っ
ています。

幸せになってね！

安全運転を心がけて！

　10月 5日（水）、幌加内高等学校前の国道で、農
生会（農業クラブ・生徒会）と生活委員の 16名に
よる交通安全街頭啓発活動が行われました。国道を
通過するトラックや車の運転手に「これからも安全
運転に気をつけて下さい！」とお願いし、お礼に高
校で収穫した玉ねぎをプレゼントしました。

　10 月 4 日（火）、生涯学習センター「あえる」
において、福祉のつどいが開催されました。式典で
は、社会福祉協議会会長表彰に、椋井功様・日野昭
様・山下富士雄様、身体障害者福祉協会会長表彰に
末尾カズエ様、老人クラブ連合会会長表彰に相澤公
夫様が受賞を受けました。受賞者を代表して、日野
様が「これからも微力ではありますが、地域に協力
していきたい。」と謝辞を述べられました。

福祉のつどい

　10月 14 日（金）、第 7回幌加内自治区町内対抗
パークゴルフ大会が百年記念公園パークゴルフ場に
て開催されました。
　健康づくりの推進や各町内会との親睦を深めるこ
とを目的に開催されており、各町内会の代表者は自
らの腕前を発揮いたしました。

【団体】
　優　勝…南三丁目　
　準優勝…南二丁目
　３　位…緑ヶ丘
【個人】
　優勝（男性）
　　大月　清司　様
　優勝（女性）
　　吉田　富江　様

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
※「ククサ」とは…？
　フィンランドの伝
統的な木製のマグ
カップです。全て
手作りで作られる
ため、形や模様の
同じものはひとつ
としてありません。
また贈られる人は
「幸せになる」と
の言い伝えもあり
ます。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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悲惨な事故が
　起きないように

　10月 26 日（水）、交通安全町民集会及び交通安
全啓発パレード並びに秋の防災パレードが実施され
ました。町民集会で細川町長は、「交通死亡事故ゼ
ロ日が 9月 18 日で 500 日目を経過し、これから
一日でも長く記録を伸ばしていきたい」とあいさつ、
また交通安全宣言では、JAきたそらち青年部幌加
内支部 代表 花岡 恵佑様が町民を代表し、交通事故
の防止に向け、力強く意気込みを宣言していただけ
ました。

　幌加内そばの里大使である上杉周大さんと、幌延町
観光大使の井上仁志さんが共に活動しているロックバン
ド　THE TON－UP MOTORS（ザ・トン・アップ　
モータース）のメンバーであることから交流がはじまった
両町でのコラボイベントが10月16日（日）に行われました。
　今回は幌延町トナカイ観光牧場での収穫祭に朱鞠
内小学校の児童（12 名）が招かれ、地元、問寒別小
学校との児童と交流を行いました。
　当日は風が強く、肌寒い中でのイベントとなりまし
たが、場内の飲食物は全て無料のフリーパス、カレー
作りや、トナカイ散歩、昔懐かしいドン菓子作りを見
学するなど、子供たちの元気な姿に井上観光大使も大
変喜んでいる様子でした。
　次回は問寒別小学校の友達を幌加内町に招く約束
をして、幌延町を後にしました。

トナカイ観光牧場の
収穫祭に参加第40回産業祭開催!!

　今年で 40回目の開催となる産業祭が、10月 22
日（土）に中央改善センター前で開催され、町内外
から 350 人ほどの来場者が出来秋の農産物に舌鼓
を打ちました。
　会場では、新米や「豚肉・乳製品」、大福もち、
そば汁粉の無料配布も好評で、農業技術センターの
コーナーや幌加内高等学校のコーナーでは、野菜や

パウンドケーキな
ど、販売開始前か
ら商品を求めて長
蛇の列ができてい
ました。
　また包丁研ぎの
無料サービスやニ
ジマスのつかみ取
り、やぎや馬と遊
べるふれあい牧場
も人気を集めてい
ました。

　10 月 12 日（水）、札幌市教育文化会館で第 60
回北海道高等学校定時制通信制生徒　生活体験発表
大会が開催され、幌加内高校の岩井利奈さん（3年
生）が最優秀賞に輝きました。
　発表大会では、「私のそばの幸せを欲しがるより、
人のそばに幸せを与えられる大人になりたい。」と
熱弁しました。

生活体験発表大会　
　  最優秀賞に輝く！
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平成２８年度自衛官候補生
（男子）募集案内

●自衛官候補生（男子）
応募資格：日本国籍を有し、採用予定月の１日現在18歳以上27歳未満の男子
受付期間：年間を通じて行っております。
試験期日：平成28年11月20日（日）・21日（月）
試験会場：自衛隊旭川地方協力本部及び旭川駐屯地

　
●高等工科学校生徒（一般）
応募資格：日本国籍を有し、平成29年4月1日現在、
　　　　　中卒（見込み含）17歳未満の男子
受付期間：平成28年11月1日（火）～平成29年1月6日（金）
試験期日：第1次試験　平成29年1月21日（土）
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地

　自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-54-5617）
又は役場窓口まで

お 問 い
合わせ先

平成２８年度自衛官候補生
（男子）募集案内

平成２８年度自衛官候補生
（男子）募集案内

雇用保険の適用拡大等について
平成29年１月１日より
　○ 65歳以上の方も雇用保険の適用対象となります。
　　 ① 平成29年1月1日以降に新たに65歳以上の労働者を雇用した場合
　　 ② 平成28年12月末までに65歳以上の労働者を雇用し、平成29年1月1日以降も継続し
　　 　 て雇用している場合

　上記①②のいずれかに該当し、雇用保険の適用要件（1週間の所定労働時間が20時間以上
であり、31日以上の雇用見込みがあること）を満たす場合には、管轄ハローワークに「雇用
保険被保険者資格取得届」を提出してください。
（②の場合は提出期限の特例があります。平成29年3月31日までに提出してください。）

　○ 65歳以上の被保険者も教育訓練給付金や介護休業給付金等の支給対象となります。
　○ 育児休業・介護休業給付金の要件を見直します
　　 ① 育児休業給付金の対象となる子の範囲の拡大
　　 ② 介護休業給付金の対象家族の拡大
　　 ③ 介護休業の取得回数の緩和
　　 ④ 有期契約労働者の育児休業・介護休業給付支給要件の緩和をします。

※詳しくは所轄ハローワークにお問合せいただくか、厚生労働省HPをご覧ください。

雇用保険の適用拡大等について
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　法人道民税・事業税・地方
法人特別税の申告、各種届出
は、さらに利用しやすくなっ
た電子申告（eLTAX-エルタッ
クス -）をご利用ください。
　詳しい内容はホームページ
（http://www.eltax.jp/）を
ご覧ください。

【お問い合わせ先】
　上川総合振興局 課税課

事業税関税係　
電話　0166-46-5926

法人の申告は便利な
電子申告（eLTAX-
エルタックス-）で！！

士別警察署かわら版
歳末特別警戒の実施

　本年も１2月１5日(木)から31日(土)までの間、
歳末特別警戒が実施されます。
　期間中、警察のほか関係団体では防犯活動や
交通事故防止活動を実施します。
　みなさまの力で犯罪や事故の無い新年を迎えましょう。

○飲酒運転の根絶○
～その酒で　失う信頼　家族の未来～

　忘年会シーズンに入り、飲酒の機会が増えますが、危険な飲
酒運転の根絶に住民のみなさまのご協力をお願いします。

士別警察署　㈹0165－23－0110

国民健康保険税第3期納期
限は11月30日（水）です。
　「納税通知書」がお手元にある方で、
口座振替をご利用でない方は、納税通
知書をお持ちの上、納期限までに納付
をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口
座残高の確認をお願いいたします。

 － － － － －  納付場所  － － － － － 
北空知信用金庫本支店、

きたそらち農業協同組合幌加内支所、
役場出納窓口、役場朱鞠内支所

 － － － －  お問い合わせ  － － － － 
役場総務課税務係
　ＴＥＬ 0165-35-2121（内115）

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせです
　林業の仕事をしていたことがありませんか？
　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取っていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入していたか分からない方についてもお調
べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手続（共済手帳の紛失、退職金の
請求等）の必要が生じた場合はできうる限りの範囲において速やかに対応したいと考えております
ので、最寄の支部又は本部へお問い合わせ、ご相談下さいますようお願いいたします。

・詳しくはホームページでもご案内しております。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　11月は児童虐待防止推進月間です。児童虐待を受けたと思われる
児童を発見した者は、市町村や児童相談所などの関係機関に通告する
ことが義務付けられています。次のようなことに気が付いたら虐待行
為の疑いがありますので、通告することが必要になります。
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣服や体がいつも汚れている
・小さな子どもを家においたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である　など。

　通告者のプライバシーは法律で保護されていますので、見つけたと
きは児童相談所などに早めに連絡するようにしてください。

【お問い合わせ】
独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部
〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル
電話：03-6731-2887　FAX：03-6731-2890

旭川児童相談所　ＴＥＬ　0166-23-8195　もしくは
児童相談所全国共通3桁ダイヤル　ＴＥＬ 189（いちはやく）

お 問 い
合わせ先

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
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「社会保険料(国民年金
　 保険料) 控除証明書」が
 発行されます

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
（その年の 1月 1日から 12月 31日までに納付した保険料が該当します。）
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられて
いますので、平成28年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 10月下旬から 11月上旬に日本年金機構本
部から送付されます。
　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収書）を添付してください。
　なお、10月 1日から 12月 31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、
来年の 1月下旬に送付されます。
　ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加
えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表
示されている年金事務所へお問い合わせください。

◎年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害
年金・遺族年金は課税されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年 11月上旬までに日本年金機構から扶養親族申告書が送
付されますので、12月 1日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし
提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収額が多くなる場合がありますのでご注
意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

年金受給者の皆さんへ

平成28年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
65歳未満 年金額が108万円以上

65歳以上 年金額が158万円以上

◎「扶養親族等申告書」は期限までに提出しましょう！
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９

日　

沼
菅
　

次
洋
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

田
長
　

也
周
　

）
県
口
山
（
様

月
９

日　

田
高

　
　

隆　

）
県
川
石
（
様

月
９

日　

保
安
　

寿
勝
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

み
ぐ
め
上
井

　

）
県
取
鳥
（
様

月
９

日　

藤
加
　

子
明
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　
林
　
　

佳
勝
　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

村
上

　
　

寛　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

瀬
廣
　

希
有
　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　
林
　
　

弘
明
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

澤
中
　

哉
雅
　

）
県
良
奈
（
様

月
９

日　

垣
稲
　

之
隆
　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

口
戸
木

　
裕　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

木
鈴
　

敏
隆
　

）
県
岡
静
（
様

月
９

日　

北
千
　

裕
章
　

）
県
知
高
（
様

月
９

日　

尾
永

　
　

仁　

）
県
島
徳
（
様

月
９

日　

田
桐

　
　

卓　

）
市
幌
札
（
様

月
９

日　

葉
千
　

輔
大
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

江
藤
　

美
里
　

）
県
本
熊
（
様

月
９

日　

村
奥
　

俊
正
　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

郎
二
祐
橋
高

　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

森
川
　

敏
政
　

）
県
玉
埼
（
様

月
９

日　
安
　
　

一
辰
　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

本
森
　

史
昌
　

）
府
都
京
（
様

月
９

日　

村
三
　

高
清
　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

谷
針
　

夫
隆
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

澤
小
　

夫
哲
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

井
中
　

規
崇
　

）
県
川
香
（
様

月
９

日　

え
ず
か
藤
安

　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

木
青
　

男
一
　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

田
澤
　

伸
好
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

田
内
　

一
雄
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

内
大
　

枝
孝
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

貸
早
　

明
正
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

木
清
　

之
孝
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

谷
中

　
　

等　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

田
本
　

俊
真
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

森
小

　
　

康　

）
県
木
栃
（
様

月
９

日　

代
田
　

行
信
　

）
県
岡
福
（
様

月
９

日　

田
山
　

也
哲
　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

池
菊
　

朗
伸
　

）
県
川
奈
神
（
様

す
ま
し
謝
感
に
志
厚
ご◆

税
納
と
さ
る
ふ

◆
　
　

 

況
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申
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※
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月
９

日　

木
荒
　

博
泰
　

）
県
玉
埼
（
様

月
９

日　

神
大
　

洋
隆
　

）
府
都
京
（
様

月
９

日　

槻
大
　

一
眞
　

）
県
良
奈
（
様

月
９

日　

石
赤
　

司
浩
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

本
宮
　

幸
和
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

津
大
　

紀
英
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

賀
伊
　

二
幹
　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

崎
嶋
　

正
勝
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

崎
金

　
　

浩　

）
県
口
山
（
様

月
９

日　

本
山
　

史
哲
　

）
県
岡
福
（
様

月
９

日　

藤
加
　

也
哲
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

淵
黒
　

美
裕
　

）
県
川
香
（
様

月
９

日　

村
木

　
　

茂　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

根
平

　
　

　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

原
河
　

則
恒
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

口
山

　
　

卓　

）
市
川
旭
（
様

月
９

日　

志
清
野
矢
征

　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

寛
泰
田
賀
間

　

）
県
岡
静
（
様

月
９

日　

野
菅
　

弘
康
　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

野
北
　

一
良
　

）
県
城
茨
（
様

月
９

日　

合
落
　

佳
利
　

）
府
都
京
（
様

月
９

日　

藤
伊
　

義
彰
　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

野
藤

　
　

修　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

口
谷

　
　

岳　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

島
槇
　

一
慎
　

）
県
玉
埼
（
様

月
９

日　

井
織
　

亙
康
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

生
麻
　

夫
和
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

島
高
　

一
潤
　

）
市
幌
札
（
様

月
９

日　

田
柴

　
　

亨　

）
県
島
広
（
様

月
９

日　

賀
佐

　
　

広　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

根
曽
　

彦
佳
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

野
小
　

伸
拓
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

西
中
　

幸
正
　

）
県
賀
佐
（
様

月
９

日　

田
福
　

夫
一
　

）
県
木
栃
（
様

月
９

日　

村
中

　
　

晃　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　
東
　
　

憲
英
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

中
田
　

盛
公
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

内
堀
　

樹
宏
　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

島
五
　

央
麻
　

）
市
島
広
北
（
様

月
９

日　

　
　

寛
謙
　

）
県
山
岡
（
様

月
９

日　

本
宮
　

志
弘
　

）
県
島
徳
（
様

月
９

日　

　

信
秀
　

）
府
阪
大
（
様

月
９

日　

井
櫻
　

恵
理
　

）
市
幌
札
（
様

月
９

日　

井
土
　

治
康
　

）
市
幌
札
（
様

月
９

日　

津
高
　

太
賢
　

）
県
賀
佐
（
様

月
９

日　

本
橋

　
　

亨　

）
県
葉
千
（
様

月
９

日　

之
暢
保
久
大

　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

橋
高
　

夫
秀
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

子
出
日
西
濱

　

）
県
岡
福
（
様

月
９

日　

井
坂
　

之
裕
　

）
県
岡
福
（
様

月
９

日　

裕
真
部
我
曽

　

）
府
都
京
（
様

月
９

日　

中
野
　

聞
多
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

野
中
　

子
栄
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

田
海
　

志
博
　

）
県
崎
宮
（
様

月
９

日　

川
大
　

月
奈
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

東
上
　

紀
喜
　

）
県
島
広
（
様

月
９

日　

本
宮
　

幸
知
　

）
県
岡
福
（
様

月
９

日　

崎
江
　

隆
博
　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

坂
赤

　
　

健　

）
県
馬
群
（
様

月
９

日　

崎
尾
　

輔
大
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

子
佐
美
山
藤

　

）
県
知
愛
（
様

月
９

日　

夫
雅
保
久
川

　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

澤
小
　

之
浩
　

）
県
玉
埼
（
様

月
９

日　

澤
相
　

一
研
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

井
藤
　

史
茂
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

永
吉
　

一
陽
　

）
都
京
東
（
様

月
９

日　

子
丸
　

民
時
　

）
県
井
福
（
様

月
９

日　

田
和
　

純
妙
　

）
県
良
奈
（
様

月
９

日　

藤
伊
　

則
英
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

子
起
悠
島
小

　

）
県
庫
兵
（
様

月
９

日　

場
馬
　

康
博
　

）
県
川
奈
神
（
様

月
９

日　

谷
水
　

吾
彰
　

）
市
別
江
（
様

月
９

日　

田
吉
　

介
雄
　

）
都
京
東
（
様
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平成28年４月～９月までの寄付申し込み
件数は《568件》です。



●乳幼児・児童に関する行事
子育て教室 農業活性化センター
乳幼児健康相談 保健福祉総合センター

乳幼児予防接種

６日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

７日（水） 母子里老人クラブ
８日（木） 添牛内老人クラブ

幌加内老人クラブ
政和老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

健　康
コラム
2016 風邪に負けない体作り
　冬の季節は風邪が流行しやすい時期です。風邪をひかないためにも
しっかりと栄養をとり、風邪に負けない身体を作る必要があります。自己
管理をきちんと行い、風邪予防に努めましょう。

第204回
「エチケットが大切」

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行っておりま
す。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、来所の前にアル
クへご連絡いただけると交付がスムーズです。
○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40歳以上の方で過去に検診を
受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前にアルク保健師まで
ご連絡ください。

ポイント①　
・・・・ バランスの取れた食事 ・・・・
たんぱく質：基礎体力をつけ抵抗力を高める

（魚介類、卵、肉、大豆、乳製品）
ビタミンＣ：免疫力を高める　( みかん、キ

ウイフルーツ、ブロッコリー、
ほうれんそうなど )

ビタミンＡ：のどや鼻などの粘膜を保護する　
( ほうれんそう、ニンジン、カ
ボチャなどの緑黄色野菜 )

ポイント②　
・・・・・  体を冷やさないメニュー  ・・・・・
　体が温まり、血液循環がよくなるとウイルスの侵入
を防ぐ免疫機能が高まります。
例）メニュー：鍋、雑炊、うどん、スープなど
　　食　　品：ねぎ、にら、にんにく、たまねぎ、
　　　　　　　しょうが
＊刺激成分や辛味成分には消化を助ける働き、殺菌作用もあ
り効果的です。ただし、のどが痛む時、胃腸の悪い時には
控えましょう。

・・・・・・・  乾燥を防ぐことも大切！ ・・・・・・・
　ウイルスは、乾燥を好み、水分を嫌います。こまめに水分補給
を行い、のどの潤いを保つようにしたり、加湿器を使い湿度を保
つことも予防になります。

　睡眠が不足したり、疲れがたまったりして体が弱っているような
状態は、風邪をひきやすいですので、日頃から体調管理に気をつけ
る必要があります。また、人混みの多いところではマスクをしたり、
外出して帰宅した際は、きちんと手洗い、うがいをするなどして予
防に努めましょう。
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆
26日㊏

おはなしにこにこ 図書室 11:00～
わくわく体験教室「しめ縄づくり」 アトリエ 9:00～

10日㊏ 世代間交流体験事業「役場若人会主管」 アトリエ 9：30～
12日㊊ 生涯学習講座「そば菓子作り教室」 クッキングルーム 18：30～

13日㊋
おはなしぽかぽか 添牛内コミセン 10:00～
生涯学習講座「陶芸教室」初級コース３回目 陶芸室 18:00～19:30

15日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15:15～
２、３年生　16:00～

16日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15:40～

17日㊏
おはなしにこにこ

図書室
11:00～

年末特別貸し出し（～ 12/30 まで）
20日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～
31日㊏ あえる年末年始休館（～ 1/5 まで）

【日　時】平成29年1月8日（日）
・受　付　～10:00　・式　典　 10:30～
・アトラクション、記念撮影　11:45～
・祝賀会　11:50 ～ 13:10

【場　所】幌加内町生涯学習センター「ふれあいホール」
【対　象】平成8年4月2日～平成9年4月1日までに生まれた方
【町外対象者の出席受付】
　新成人で親が本町に在住している方は、住民登録をされ
ていなくても、幌加内町での成人式に出席できます。希望
される方は、12月19日（月）までに社会教育係（電話
35－2177）へお申し込みください。
＊既に住民登録をされている新成人の方につきましては、
後日詳しいご案内をさせて頂きます。

■平成29年成人式

【日　　時】平成28年12月12日（月）18:30～
【場　　所】幌加内町生涯学習センター「クッキングルーム」
【対　　象】町民（20名）
【メニュー】そば粉を使ったお菓子
【講　　師】幌加内高等学校　総合実習　そば班
　　　　　 指導教諭　田中 彩佳 先生　ほか生徒
【参 加 費】１人 400円程度（材料費として）
【持 ち 物】エプロン、三角巾
【申 込 み】12月5日（月）までに教育委員会社会教育係

（電話35－2177）へお申し込みください。

　真冬の森の中で楽しく遊びながら、森の仕組みや生き物
たちの営み、人と森との関わりなどを学ぶ宿泊体験型の野
外教室を開催します。元気いっぱいの子供たちを募集して
います。
【日　時】平成29年1月12日(木)～13日(金) 1泊2日
【場　所】北海道大学北方生物圏フィールド科学センター

雨龍研究林（字母子里TEL:38-2125）
【内　容】冬の森たんけん、森の宝さがし、イグルー作り、

アイスクリーム作り、雪原パーティー
【対　象】小学校４年生～６年生
【定　員】20名程度

（応募者多数の場合は、抽選となります。）
【参加費】4,000円

（宿泊費、食費、プログラム費、傷害保険料等）
【申込み】 12 月19日（月）までに、電話、ハガキ、FAX

等で氏名（ふりがな）、性別、学校名、学年、
住所、電話番号、保護者氏名を下記宛て幌加
内町教育委員会へお知らせください。

・幌加内町教育委員会
　〒074-0412　
　幌加内町字親和 幌加内町生涯学習センター内

教育委員会社会教育係
　TEL : 35-2177　FAX : 36-2100

＊生涯学習センター前から会場まで無料送迎
車を運行します。持ち物や集合場所などは、
応募締切り後にお知らせします。

◇今月の新しい本
・最悪の将軍 朝井まかて／著（集英社）
・十二人の死にたい子どもたち　冲方　丁／著（文藝春秋）
・継続捜査ゼミ 今野　敏／著（講談社）
・虚実妖怪百物語  序 京極夏彦／著（KADOKAWA）
・あなたのゼイ肉、落とします　垣谷美雨／著（双葉社）

◇今月のおすすめ
・氷の轍 　桜木紫乃／著（小学館）
　釧路市の海岸で男性の他殺死体が発見された。北海
道警釧路方面本部刑事第一課の大門真由は、被害者の
自宅で北原白秋の詩集「白銀之獨樂」を発見し…。ひ
とは、いつもひとりを思い知る。轍をゆく男女を描く
ミステリー超大作。

■生涯学習講座
　　「そば菓子作り教室」

■森のたんけん隊2017冬
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会
時
臨
回
２
第

　
　
　

Ｈ
（

28
年
7
月
14

）
日

結
締
の
約
契
負
請
事
工
○

移
所
信
受
局
継
中
ビ
レ
テ
内
加
幌
・

約
契
る
よ
に
事
工
転　

　

円
千
２
万
９
５
６
５
↓
金
約
契

　
　

新
三
）
株
（
↓
方
手
相
の
約
契

　
　

工　

成
平
↓
期

29

月
１
年

31
日

　
　

で
ま

院
病
険
保
康
健
民
国
立
町
内
加
幌
・

約
契
る
よ
に
事
工
体
解　

　

円
千
４
万
４
４
６
９
↓
金
約
契

　
　

設
建
橋
津
三
↓
方
手
相
の
約
契

　
　

社
会
式
株

　
　

工　

成
平
↓
期

28
年
12
月
30
日

　
　

で
ま

成
平
○

28

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
３
第
（
算
予
正
補

内
加
幌
や
繕
修
の
設
施
却
焼
み
ご
・

い
て
し
用
使
で
場
圃
習
実
校
学
等
高

加
追
を
円
千
３
万
１
９
０
１
ど
な

千
４
万
４
３
７
４
億
０
４
額
総
、
し

。
た
し
と
円

会
例
定
回
３
第

　
　
　

Ｈ
（

28

月
９
年

16

）
日

償
賠
害
損
○

成
平
・

28

月
６
年

24

溝
側
路
道
、
日

損
し
触
接
に
両
車
り
が
上
ね
跳
が
グ

相
、
て
い
つ
に
の
も
た
え
た
あ
を
害

９
８
２
万
８
３
害
損
の
両
車
の
方
手

成
が
解
和
で
と
こ
る
す
償
賠
を
円
２

。
た
し
立

成
平
・

28

業
作
刈
草
、
日
４
月
７
年

部
置
装
刈
草
に
両
車
の
中
車
駐
、
中

た
え
た
あ
を
害
損
に
両
車
し
触
接
を

の
両
車
の
方
手
相
、
て
い
つ
に
の
も

す
償
賠
を
円
８
２
３
８
万
３
３
害
損

。
た
し
立
成
が
解
和
で
と
こ
る

成
平
・

28

月
７
年

20

き
敷
利
砂
、
日

ン
ダ
め
た
す
ろ
お
を
利
砂
、
中
業
作

を
害
損
し
触
接
に
線
電
が
台
荷
の
プ

方
手
相
、
て
い
つ
に
の
も
た
え
た
あ

害
損
の
産
財
の

2

を
円
１
７
１
２
万

し
立
成
が
解
和
で
と
こ
る
す
償
賠

。
た

成
平
・

28

収
回
ミ
ゴ
、
日
３
月
８
年

り
よ
に
進
後
に
内
地
敷
宅
、
中
業
作

損
し
触
接
に
機
濯
洗
、
際
た
し
入
進

相
、
て
い
つ
に
の
も
た
え
た
あ
を
害

害
損
の
産
財
の
方
手

1
万
2

を
円
千

し
立
成
が
解
和
で
と
こ
る
す
償
賠

。
た

疑
質

 

員
議
藤
齋

う
よ
い
多
が
故
事
り
よ
常
通

て
し
入
加
で
場
役
。
う
思
に

用
公
が
る
い
て
し
応
対
で
険
保
る
い

職
時
臨
、
員
職
る
い
て
し
用
使
を
車

う
ど
今
は
意
注
び
及
導
指
業
作
の
員

長
課
務
総

交
る
い
て
し
置
設
で
内
場
役

か
は
に
会
員
委
査
審
故
事
通

　
7
月
14

り
通
の
案
原
、
出
提
が
件
３
案
議
れ
さ
催
開
に
日。

た
し
定
決 成

平

28
年　

月
７
（会
時
臨
回
２
第

）
日

編集：議会広報特別委員会
No.186

　

月
９

16

８
案
議
、
件
２
認
承
、
件
６
告
報
れ
さ
催
開
に
日

案
原
、
出
提
が
件
２
議
発
、
件
１
書
見
意
、
件
１
議
動
、
件

。
た
し
定
決
り
通
の 成

平

28
年　

月
９
（会
例
定
回
３
第

）
日

が
と
こ
な
ん
こ

　

た
し
ま
り
ま
決

結
締
の
約
契

算

予

正

補

が
と
こ
な
ん
こ

　

た
し
ま
り
ま
決

分

処

決

専

ＱＡ
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職
正
ら
か
頃
日
常
は
て
い
つ
に
故

よ
る
す
意
注
て
め
含
員
職
時
臨
、
員

。
る
い
て
じ
講
を
起
喚
う

　

　

注
て
に
書
文
り
な
頭
口
も
て
し
対
に

。
る

成
平
○

28

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
４
第
（
算
予
正
補

び
及
費
償
報
品
謝
税
納
と
さ
る
ふ
・

繕
修
場
車
駐
駅
の
道
、
金
償
賠
害
損

。
正
補
る
よ
に
額
増
の
料

成
平
○

28

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
５
第
（
算
予
正
補

業
計
設
査
調
害
災
堤
築
川
内
雲
早
・

害
災
岸
河
川
内
雲
早
び
及
料
託
委
務

。
正
補
る
よ
に
額
増
の
事
工
旧
復

成
平
○

27

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

つ
に
定
認
算
決
計
会
業
事
院
病
険
保

て
い

成
平
○

27

歳
計
会
各
町
内
加
幌
度
年

て
い
つ
に
定
認
算
決
出
歳
入

し
置
設
を
会
員
委
別
特
査
審
算
決
・

。
た
し
と
査
審
続
継
の
中
会
閉
て

移
所
信
受
局
継
中
ビ
レ
テ
内
加
幌
○

事
工
転

新
三
）
株
（
↓
方
手
相

円
千
２
万
９
５
６
５
↓
額
金

）
前
更
変
（

　
　
　

円
千
６
万
７
３
６
５

）
後
更
変
（

　

に
更
変
量
数
の
器
機
↓
容
内
更
変

発
の
担
負
用
費
び
及
更
変
計
設
う
伴

。
更
変
額
金
る
よ
に
生

成
平
○

28

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年

）
号
６
第
（
算
予
正
補

、
金
助
補
業
事
援
支
雪
除
活
生
期
冬
・

出
繰
計
会
業
事
院
病
険
保
康
健
民
国

万
７
０
９
５
、
り
よ
に
加
増
の
等
金

１
億
１
４
額
総
、
し
加
追
を
円
千
９

。
た
し
と
円
千
４
万
４
８
１

成
平
○

28

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

）
号
２
第
（算
予
正
補
計
会
別
特
険
保

返
金
基
払
支
酬
報
療
診
険
保
会
社
・

円
千
６
万
３
、
り
よ
に
額
増
の
金
還

万
３
０
１
８
億
２
額
総
、
し
加
追
を

。
た
し
と
円

成
平
○

28

康
健
民
国
町
内
加
幌
度
年

第
（
算
予
正
補
計
会
業
事
院
病
険
保

）
号
２

失
損
別
特
う
伴
に
分
処
産
財
院
病
・

７
３
支
収
的
益
収
、
め
た
の
ん
て
補

１
額
総
、
し
加
追
を
円
千
３
万
９
２

。
た
し
と
円
千
９
万
６
６
３
１
億

成
平
○

28

道
水
易
簡
町
内
加
幌
度
年

２
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業
事

）
号

業
定
策
略
戦
営
経
業
事
道
水
易
簡
・

万
７
９
、
り
よ
に
額
増
の
料
託
委
務

８
１
７
７
額
総
、
し
加
追
を
円
千
２

。
た
し
と
円
千
６
万

成
平
○

28

事
道
水
下
町
内
加
幌
度
年

）
号
２
第
（
算
予
正
補
計
会
別
特
業

務
業
定
策
略
戦
営
経
業
事
道
水
下
・

万
２
３
５
、
り
よ
に
額
増
の
料
託
委

８
７
５
７
額
総
、
し
加
追
を
円
千
６

。
た
し
と
円
千
２
万

化
業
産
長
成
の
業
産
材
木
・
業
林
○

求
を
化
強
・
実
充
の
策
施
た
け
向
に

書
見
意
る
め

　

内
、
長
議
院
議
参
、
長
議
院
議
衆

大
務
総
、
臣
大
務
財
、
臣
大
理
総
閣

大
産
水
林
農
、
臣
大
学
科
部
文
、
臣

大
通
交
土
国
、
臣
大
業
産
済
経
、
臣

れ
そ
に
臣
大
興
復
、
臣
大
境
環
、
臣

。
た
し
出
提
を
書
見
意
れ
ぞ

と
関
機
通
交
共
公
に
道
海
北
Ｒ
Ｊ
○

求
を
と
こ
す
た
果
を
命
使
の
て
し

指
目
を
生
創
の
域
地
北
道
に
共
、
め

て
い
つ
に
議
決
す

認
承
遣
派
の
員
議
会
議
町
内
加
幌
○

て
い
つ
に

出
し
申
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○

て
い
つ
に

。
た
し
可
許
、
果
結
の
議
協
・

算

予

正

補

出
提
を
書
見
意

発

　
　

議

定

認

算

決

の
約
契
負
請
事
工

結

締

更

変

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を
調整する必要がありますので、直接議会事務局
へ送付願います。

（送付先）
〒 074-0492
北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛
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に
聞
新
業
農
本
日
の
末
月
６

で
査
調
行
執
算
予
省
務
財

に
」
金
付
交
払
支
接
直
用
活
田
水
「

が
例
事
る
い
て
れ
さ
付
交
も
に
地
農

が
道
報
容
内
の
と
」
き
べ
す
外
除

不
で
間
の
体
団
係
関
や
者
業
農
も
で

　

か
象
対
付
交
「
合
場
の
町
本
が
い
な

る
れ
さ
想
予
と
」
る
れ
さ
外
除
ら

れ
ら
え
考
と
る
あ
は
」
積
面
田
水
「

。
か
の
る

　

、
し
培
栽
を
物
作
畑
の
他
に
田
水

性
産
生
は
い
る
あ
性
益
収
も
で
し
少

や
渠
暗
ば
れ
す
と
う
よ
せ
さ
上
向
を

去
除
の
畔
畦
は
い
る
あ
、
策
対
水
排

ざ
せ
」
化
地
畑
「
に
的
然
必
、
ど
な

く
多
、
り
あ
が
ろ
こ
と
い
な
得
を
る

。
る
か
か
が
用
費
と
力
労
の

　

の
う
い
と
解
見
の
省
務
財
の
回
今

し
」
化
地
畑
「
し
視
無
を
ら
れ
そ
は

非
は
の
る
す
と
外
象
対
付
交
で
の
た

い
な
は
で
解
見
い
多
の
題
問
に
常

。
か

　

解
見
の
省
務
財
、
は
道
報
の
回
今

か
の
る
な
う
ど
が
応
対
の
省
水
農
で

。
い
な
い
て
え
見
が

　

て
し
力
努
に
集
収
報
情
れ
ぞ
れ
そ

省
水
農
に
特
、
が
る
れ
わ
思
と
る
い

後
の
そ
は
等
報
情
な
た
新
で
応
対
の

。
い
た
い
伺
か
い
な

弁
答

 

長
町

大
は
金
付
交
の
こ
、
目
点
一

中
の
度
制
行
現
て
し
と
提
前

付
交
て
し
対
に
田
水
で
ま
く
あ
、
で

　

、
は
て
い
つ
に
道
報
聞
新
の
回
今

し
識
認
と
解
見
の
省
務
財
で
ま
く
あ

も
を
金
付
交
で
の
な
田
水
「。
る
い
て

内
加
幌
が
田
水
い
な
ら
な
に
象
対
付

問
と
」
か
の
る
あ
い
ら
く
の
ど
に
町

は
で
階
段
の
今
、
に
合
場
た
れ
わ

答
の
と
」
い
な
は
田
水
た
し
う
そ
「

。
い
な
き
で
か
し
え

　

の
国
は
と
よ
せ
換
転
に
畑
を
田
水
ら

し
に
化
地
畑
ら
か
田
水
り
あ
で
策
政

そ
。
る
い
て
え
植
を
物
作
畑
に
畑
て

す
培
栽
を
物
作
畑
く
良
率
効
で
中
の

自
が
者
産
生
は
て
い
つ
に
畔
畦
、
る

が
能
機
田
水
「
今
で
事
の
こ
。
る
い

ち
打
が
金
付
交
に
的
方
一
と
」
い
な

で
ま
今
、
は
に
解
見
の
と
る
れ
ら
切

者
産
生
た
き
て
し
力
協
に
策
政
の
国

軽
は
い
る
あ
、
る
す
に
無
を
力
努
の

、
身
自
私
れ
わ
思
と
か
い
な
は
で
の

れ
あ
で
の
る
な
く
な
が
金
付
交
し
も

あ
で
ろ
こ
と
つ
持
を
問
疑
に
い
大
ば

。
る

　

係
関
、
来
以
道
報
の
こ
、
目
点
三

ど
な
所
務
事
政
農
、
局
興
振
、
体
団

を
集
収
報
情
て
じ
通
を
関
機
係
関
各

件
の
こ
、
ろ
こ
と
の
今
が
る
い
て
し

て
め
か
つ
は
報
情
な
た
新
る
す
関
に

。
る
あ
で
況
状
い
な
い

　

が
省
水
農
た
け
受
を
正
是
、
後
今

将
、
か
の
す
示
を
解
見
な
う
よ
の
ど

る
え
迎
を
期
時
の
正
改
度
制
に
的
来

じ
感
と
い
ら
な
ば
れ
け
な
か
い
て
し

。
る
い
て

　

問
質
再

々
方
る
い
て
し
作
耕
を
田
水

て
し
と
金
付
交
払
支
接
直
に

て
れ
さ
が
い
払
支
の
円
０
０
５
千
７

切
打
で
度
年
来
は
で
案
初
当
が
る
い

整
調
産
生
に
る
す
要
。
と
こ
の
と
る

管
の
米
ず
さ
示
も
積
面
標
目
、
積
面

い
と
る
す
退
撤
は
国
ら
か
産
生
と
理

。
る
い
て
し
示
を
針
方
う

　

し
対
に
ぼ
ん
田
る
い
て
し
作
転
る
ゆ

者
作
耕
、
も
金
付
交
る
れ
わ
払
支
て

じ
同
と
金
付
交
接
直
る
れ
わ
払
支
に

で
え
う
る
め
進
を
整
調
産
生
に
う
よ

た
き
て
し
能
機
て
し
と
段
手
な
き
大

。
る
れ
ら
え
考
と

　

の
う
い
と
摘
指
の
省
務
財
の
回
今

撤
の
ら
か
整
調
産
生
た
し
う
こ
、
は

な
は
で
し
ら
な
地
る
す
と
う
よ
し
退

。
い
た
い
伺
か
の

弁
答
再

 

長
町

、
に
う
よ
た
し
問
質
が
員
議

し
厳
の
こ
。
省
務
財
り
は
や

分
各
な
ろ
い
ろ
い
、
で
中
の
算
予
い

そ
。
む
込
り
絞
を
算
予
て
い
お
に
野

財
の
と
く
省
は
費
経
な
駄
無
で
中
の

は
と
産
生
の
場
工
は
産
生
業
農
は
私

再
た
ま
「、」
。
す
ま
み
休
あ
さ
「
い
違

き
で
開
再
ぐ
す
、
と
」。
す
ま
し
開

を
省
水
農
。
い
な
ら
な
は
に
と
こ
る

考
の
省
務
財
の
今
で
え
う
る
す
営
運

抵
に
い
大
も
省
水
農
は
れ
こ
、
方
え

。
い
た
い
ら
も
て
し
抗

　

ら
か
金
励
奨
作
転
の
田
水
し
か
し

は
い
る
あ
、
む
込
取
に
的
極
積
に
の

い
互
お
で
中
の
そ
。
く
い
て
し
立
自

と
か
い
な
は
で
要
必
が
ス
ン
ラ
バ
の

。
る
い
て
じ
感

　

あ
、
は
い
つ
に
件
の
回
今
し
か
し

し
を
識
認
と
る
ぎ
す
突
唐
も
に
り
ま

。
る
い
て

払
支
接
直
用
活
田
水

準
基
付
交
の
金
付
交

て
い
つ
に

の
省
務
財
で
ま
く
あ

解
見

 

― 

疑
に
い
大

中川議員

ＱＡ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

議会の様子をホームページで

見ることができます！

議員の活動や広報など掲載しています。
議会ページは町ホームページから見ることが
できます。
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線
別
遠
寄
名
「

察
視
」
事
工
区
工
別
遠

　

点
起
を
別
遠
は
線
別
遠
寄
名
々
道

行
で
ま
寄
名
て
し
由
経
を
里
子
母
に

。
す
で
々
道
の
中
設
建
く

30

に
前
年

に
時
た
し
察
視
を
路
道
の
こ
て
め
始

に
中
の
谷
い
深
、
は

70

の
い
ら
ぐ
ｍ

。
す
ま
れ
さ
出
い
思
も
で
今

　

ら
か
て
れ
さ
設
建
は
路
道
の
こ

45

８
５
７
に
間
の
㎞

m

ル
ネ
ン
ト
の

て
れ
さ
定
予
が
事
工
の
橋
の
つ
５
と

。
す
ま
い

　

年
５
と
あ
、
は
で
話
の
設
建
萌
留

た
し
で
明
説
の
と
い
た
し
成
完
で

月
歳
の
紀
世
半
は
に
で
ま
成
完
、
が

。
す
ま
り
な
に
事
る
れ
流
が

　

薄
が
み
染
馴
は
に
民
町
の
内
加
幌

の
町
別
遠
、
が
ん
せ
ま
れ
し
も
か
い

セ
ク
ア
に
市
川
旭
は
で
村
町
の
隣
近

も
日
１
て
し
と
路
道
の
短
最
る
す
ス

。
す
で
所
る
い
で
ん
望
を
成
完
く
早

　

か
を
紀
世
半
も
様
皆
の
町
内
加
幌

成
完
が
す
で
路
道
る
れ
さ
成
完
て
け

。
す
で
の
も
い
た
き

「

人
法
祉
福
会
社

」
園
農
産
生
心
安
会
祉
福
延
幌

　
　
　
　
　
　
　

察
視

　

と
町
内
加
幌
は
町
延
幌
の
先
察
視

宗
ら
か
庁
支
萌
留
で
編
再
庁
支
じ
同

　

の
社
公
興
振
町
内
加
幌
、
程
の
こ

視
で
事
う
い
と
問
訪
敬
表
き
聞
を
話

。
た
し
ま
い
行
を
察

　

安
、
会
祉
福
延
幌
人
法
祉
福
会
社

明
説
り
よ
長
係
藤
佐
の
園
農
産
生
心

園
農
産
生
心
安
、
が
た
し
ま
け
受
を

ア
は
で
こ
こ
、
り
お
て
し
を
営
経
て

て
し
営
経
を
場
農
と
育
飼
の
モ
ガ
イ

。
た
し
ま
い

　

成
育
ら
か
化
孵
を
卵
は
モ
ガ
イ
ア

て
し
営
経
貫
一
を
で
ま
肉
精
・
殺
屠

幌
と
ば
そ
生
半
の
町
内
加
幌
、
り
お

わ
あ
を
レ
タ
と
肉
モ
ガ
イ
ア
の
町
延

販
通
て
し
と
」
ば
そ
モ
ガ
イ
ア
「
せ

　

ア
「
の
町
延
幌
に
前
る
す
を
察
視

食
試
て
せ
寄
り
取
を
」
ば
そ
モ
ガ
イ

と
い
良
の
方
両
、
が
た
し
ま
み
て
し

味
美
変
大
り
お
て
れ
さ
か
生
が
ろ
こ

。
た
し
で
ば
そ
い
し

　

に
更
で
所
な
ろ
い
ろ
い
、
も
後
今

感
と
ば
れ
来
出
が
事
る
め
深
を
流
交

。
す
ま
い
て
じ

査
調
務
事
管
所
会
員
委
任
常
教
文
建
産

成
平

28

月
７
年

12

ら
か
日

13
日 

／ 

長
員
委
任
常
教
文
建
産

　
春　
名　
久　
士
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春名産建文教常任委員長  あいさつ

遠別町  西畑議長  あいさつ

開発道路名寄遠別線遠別工区現地視察

開発道路名寄遠別線遠別工区現地視察

開発道路名寄遠別線遠別工区現地視察



を
税
納
と
さ
る
ふ
「
①

」
り
く
づ
ち
ま
た
し
用
活

　

全
と
く
聞
と
」
税
納
と
さ
る
ふ
「

典
特
は
で
体
治
自
各
、
々
浦
々
津
国

　

納
を
品
製
ば
そ
の
産
特
は
で
町
本

し
供
提
で
品
典
特
た
じ
応
に
額
税

い
で
ん
組
取
に
標
目
を
円
万
０
０
１

打
刀
太
は
に
争
競
品
典
特
、
が
す
ま

念
懸
と
か
い
な
は
で
の
い
な
来
出
ち

。
す
ま
れ
さ

　

・
ム
ハ
・
物
産
農
、
は
で
町
田
池

・品
食
た
し
か
生
を
材
食
元
地・
肉
牛

が
等
券
品
商
の
へ
者
町
来
城
ン
イ
ワ

、
て
し
と
典
特
元
還
元
地
、
が
す
ま

見
の
家
き
空
、
て
し
と
典
特
る
な
に

墓
、）
典
特
の
円
万
３
（
検
点
り
回

規
新
を
）
典
特
の
円
千
５
（
掃
清
地

成
平
、
み
組
取
に

27

数
件
附
寄
度
年

年
前
、
円
万
７
３
１
，
３
２
額
附
寄

し
援
応
に
人
の
り
か
ゆ
町
は
課
政
財

本
の
」
税
納
と
さ
る
ふ
「
う
ら
も
て

。
た
し
ま
け
受
を
明
説
と
果
結

　

切
適
程
点
２
り
よ
方
の
員
職
当
担

。
た
し
ま
り
あ
が
言
助
な

　

だ
は
想
発
的
員
務
公
「、
目
点
１

個
・
体
団
・
者
業
事
元
地
々
常
、
で

品
典
特
し
に
蜜
を
携
連
と
々
方
の
人

支
売
販
工
加
・
掘
発
頼
依
組
取
の
へ

・熱
情
う
思
と
う
ろ
や
で
気
本、
等
援

思
と
い
た
し
に
町
な
気
元
・
感
命
使

と
さ
る
ふ
「
て
し
と
果
結
が
動
行
う

れ
く
て
き
て
い
つ
て
し
と
」
団
援
応

　

も
で
つ
い
、
も
で
点
時
の
」）
索
検
（

り
よ
何
が
夫
工
る
れ
さ
示
表
に
位
上

。
た
し
ま
り
あ
が
言
助
と
事
大
も

　

、
も
際
た
ね
訪
を
町
川
東
、
年
昨

ン
ラ
位
上
に
常
て
し
と
町
い
た
み
住

づ
町
に
的
覚
先
ど
ほ
る
な
に
グ
ン
キ

職
手
若
。
す
ま
い
で
ん
組
取
に
り
く

し
楽
、
れ
さ
進
推
が
業
事
の
想
発
員

い
た
み
で
ん
住
・
い
ろ
し
も
お
・
い

さ
定
制
が
度
制
民
住
別
特
て
し
と
町

え
超
人
千
２
は
民
住
別
特
援
応
、
れ

町
本
。
す
で
り
か
ば
く
驚
で
事
の
と

を
信
発
報
情
の
慢
自
チ
マ
が
我
も
で

。
た
し
ま
し
感
痛
と
き
べ
く
い
て
し

り
く
づ
ち
ま
「
②

」）
成
形
み
な
ち
ま
（

　

の
ら
ふ
「
市
野
良
富
、
日
９
月
８

マ
ノ
ラ
フ
「、
」）
株
（
り
く
づ
ち
ま

　

れ
ら
知
て
し
と
光
観
は
市
野
良
富

い
ら
く
人
万
０
８
１
間
年
、
り
お
て

外
郊
、
が
る
い
て
れ
訪
が
客
光
観
の

で
中
町
、
れ
さ
定
限
に
設
施
光
観
の

・地
き
空
、
ぎ
次
相
が
業
転・
業
廃
は

退
衰
し
大
拡
ん
ど
ん
ど
が
地
用
利
未

等
一
ぶ
結
を
街
店
商
る
が
な
つ
に
駅

よ
に
換
交
価
等
が
市
と
院
病
り
な
に

難
政
財
も
る
な
と
有
所
市
は
地
跡
り

て
い
つ
に
用
利
地
き
空
、
に
由
理
を

と
体
一
民
官
、
じ
感
を
感
機
危
な
変

協
的
法
な
た
新
、
上
の
識
認
の
と
る

。
た
し
ま
り
が
上
ち
立
が
会
議

　

わ
ぎ
に
の
中
街
地
街
市
心
中
、
１

。
活
復
の
い

る
す
応
対
に
会
社
化
齢
高
超
、
２

る
せ
ら
暮
て
い
歩
は
ト
プ
セ
ン
コ

。
町
た
ね
兼
を
性
便
利
と
性
能
機

。
町
る
れ
ま
生
が
流
交
の
代
世
、
３

　

が
活
生
常
日
、
い
集
が
人
の
勢
大

元
地
。
町
る
れ
ふ
あ
ち
満
に
さ
し
楽

り
あ
も
で
間
空
の
型
案
提
活
生
る
え

査
調
務
事
管
所
会
員
委
任
常
生
厚
務
総

成
平

28

ら
か
日
９
月
８
年

10
日 

／ 

長
員
委
任
常
生
厚
務
総

　
小　
関　
和　
明
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池田町  田井議長  あいさつ

小関総務厚生常任委員長  あいさつ

ふらのまちづくり㈱本田マネージャー説明



言
一
の
し
た
わ

  

」
に
切
大
を
今
「

　

だ
た
い
ら
か
様
仏
は
に
生
人
「

」
る
ざ
ご
が
題
宿
た
い

　

し
ま
き
頂
を
題
課
ら
か
ん
さ
住

に
共
、
父
、
父
祖
。
た

70

迎
を
歳

。
た
し
ま
し
致
終
命
に
々
早
え

　

な
か
着
り
辿
に
縁
の
え
教
い
尊

は
私
に
ま
ま
い

80

に
る
え
迎
を
歳。

た
し
ま
り
な
く
近

　

口
人
は
素
要
の
町
に
間
の
こ

し
致
り
変
様
も
種
耕
の
業
農
、
も

き
大
が
正
是
の
差
格
価
外
内
の
て

あ
、
が
す
ま
れ
ら
え
考
と
因
要
な

け
だ
た
し
変
激
く
き
大
も
に
り
ま

出
が
と
こ
る
去
い
拭
を
さ
し
寂
に

。
ん
せ
ま
来

　

制
町
祝
れ
さ
行
移
に
町
ら
か
村

施
実
に
基
を
板
看
な
き
大
の
行
施

ト
ン
ベ
イ
の
て
げ
挙
民
町
た
れ
さ

る
ぎ
よ
に
裏
脳
も
で
今
、
々
数
の

ん
歩
が
分
自
。
す
ま
り
あ
が
の
も

舵
の
町
り
な
村
、
は
程
道
た
き
で

代
時
の
そ
、
時
の
そ
て
し
と
り
取

さ
長
首
の
代
歴
た
れ
さ
労
苦
ご
に

筋
道
の
々
方
の
員
議
会
議
、
方
ん

。
す
ま
り
お
て
し

　

観
と
業
農
は
針
指
の
町
内
加
幌

ぜ
な
。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
の
な
光

を
れ
こ
、
え
支
を
人
が
人
、
ら
な

喜
に
様
客
お
、
て
し
と
う
よ
え
迎

合
組
に
点
視
を
と
こ
る
け
頂
で
ん

の
者
産
生
米
チ
モ
の
で
場
立
的
員

見
と
援
支
な
か
温
の
政
行
、
者
産

交
て
し
と
人
一
の
民
町
に
き
と
る

を
今
し
と
旨
を
さ
尊
の
事
う
合
え

で
の
も
い
た
し
進
精
々
日
に
切
大

。
す

加  

藤 　

ん
さ
弘

　

成
平

27

の
町
内
加
幌
度
年

会
業
事
院
病
険
保
康
健
民
国
「

特
「び
及」
計
会
般
一
「と
」
計

議
、
は
査
審
算
決
の
」
計
会
別

す
と
査
審
続
継
の
中
会
閉
て
し

。
た
し
ま
し
定
決
を
と
こ
る

　

は
会
員
委
別
特
査
審
算
決

10

月
24

ら
か
日

27

日
４
の
で
ま
日

。
た
し
ま
し
催
開
で
間　

　

は
と
査
審
算
決
※

　

て
し
査
審
を
算
決
出
歳
入
歳

う
行
を
決
議
る
す
関
に
定
認

が
算
予
た
し
定
決
が
会
議
、
が

か
う
ど
か
た
れ
さ
行
執
に
正
適

資
種
各
、
に
共
と
る
す
査
審
を

果
効
政
行
の
そ
て
い
づ
基
に
料

重
て
め
極
う
い
と
る
す
価
評
を

。
る
あ
が
味
意
な
要

　

年
後
は
果
結
の
査
審
、
た
ま

に
行
執
政
行
や
成
編
算
予
の
度

。
る
れ
さ
か
生

別
特
算
決

　

置
設
を
会
員
委

物
い
買
、
院
通
の
者
齢
高
、
ら
が
な

い
え
迎
く
か
温
は
で
中
町
に
時
の
等

。
す
ま
き

　

が
ト
ン
ベ
イ
に
々
折
季
四
、
た
ま

を
し
ら
暮
い
し
楽
、
ど
な
る
れ
さ
催

づ
ち
ま
の
ら
ふ
「
と
る
い
て
し
出
演

明
説
り
よ
者
当
担
の
」）
株
（
り
く

を
人
万
百
者
場
来
も
年
本
、
け
受
を

至
に
設
建
、
き
聞
と
る
い
て
し
指
目

、
後
今
、
は
事
る
い
て
し
か
生
に
分

地
跡
院
病
な
大
拡
も
て
い
お
に
町
本

大
で
上
く
い
て
し
討
検
を
用
活
利
の

り
よ
何
、
民
と
官
、
り
な
に
考
参
変

え
ま
ふ
も
言
提
の
々
方
の
域
地
も

あ
ち
満
に
さ
し
楽
が
活
生
常
日
、
て

機
て
し
と
点
拠
留
滞
中
町
、
保
確
の

察
視
た
し
銘
感
と
ら
た
れ
さ
せ
さ
能

。
た
し
ま
り
な
と
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フラノマルシェ施設内見学

フラノマルシェ施設外観見学▶
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秋
が
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
て
し
ま
い
、
霜
月
を
待
た
ず
、

す
っ
か
り
と
一
面
真
っ
白
な
景
色
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

　
温
か
い
食
事
で
健
康
管
理
を
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ウ
イ

ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

 

（10 月末現在）

世帯数 818世帯
（前月比－3）

人　口 1,565人
（前月比－6）

　　男 773人
　女 792人

今月の表紙 歌声を高らかに～♪
　幌加内小学
校学芸会の一
コマ。１～３年
生がこの瞬間
のために、一
生懸命練習し
てきた歌声を、
見に来てくれ
た両親に元気いっぱいに届けました。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　10
月
21
日　
水
崎　
ミ
ヨ　
様　
　
87
歳

　10
月
23
日　
山
口　
市
松　
様　
　
83
歳

　10
月
26
日　
幡
宮　
靜
子　
様　
　
79
歳

　10
月
29
日　
山
下　
澄
子　
様　
　
88
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

　10
月
24
日　
水
崎　
清
司　
様

（
母　
ミ
ヨ
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　
10
月
28
日　
山
口　
静
子　
様

（
夫　
市
松
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

髙
橋

　昂
聖
（
こ
う
せ
い
）

平
成
26
年
９
月
８
日

父　
誠　
司

母　
将　
子

　

二
歳
を
過
ぎ
る
と
、
自
分
で

出
来
る
こ
と
が
ぐ
ん
と
増
え
、

イ
タ
ズ
ラ
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、

家
族
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

色
々
な
事
に
興
味
を
持
ち
、

仲
良
し
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け

じ
と
、
ひ
た
む
き
に
挑
戦
す
る

姿
は
か
わ
い
く
も
あ
り
、
頼
も

し
く
感
じ
ま
す
。

　
強
く
、優
し
く
、た
く
ま
し
く
、

大
き
く
な
っ
て
ね
。

我が家の
アイドル！
我が家の
アイドル！

左：昂聖くん　右：慶次くん
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